
 

 



Comprensión de auditiva：リスニング問題 
 
 

P62・63 TAREA 1 重要語句・フレーズ 
 
 
Ejemplo 例題 
Alumna（⽣徒）： 
¿Vamos a tener exámenes la semana que viene? 
バモス ア テネール エクサーメネス ラ セマーナ ケ ビエネ？ 
来週、テストがあるの？ 
 
vamos：動詞 ir の nosotros（私たち）の活⽤ 
ir a＋動詞原型「〜する（つもり）」 
尚、vamos a＋動詞原型の形で「〜しましょう」と誘いかけたり号令を掛けた
りする意味もあれば「〜する（つもり）」という意味もあります。 
 
examen：試験 テスト ＊複数形になると exámenes となり「a」にアクセン
ト記号が付きます 
 
la semana que viene：来週 ＊la próxima semana でも良いです。 
 
 
 
Profesor（先⽣）： 
Sí, el examen de Ciencias es el lunes a las 9:30 
スィ、エル エクサーメン デ スィエンスィアス エス エル ルネス ア 
ラス ヌエべ・イ・メーディア 
うん、科学のテストが⽉曜⽇の 9 時 30 分から、 
 
ciencia：科学 
el lunes：この el lunes は、その時点を基準にして「次の⽉曜⽇」ということ。 



時間の表現は何度も出てきましたね。 
【a las＋時間 / a la＋時間＝〜時から 〜時に】1 時または 1 時台の時間は 
「a la＋時間」、2 時以降の時間は「a las＋時間」と表現します。 
 
 
y el examen de Matemáticas es el martes a las 9:30 también. 
イ エル エクサーメン デ マテマーティカス エス エル ルネス ア 
ラス ヌエべ・イ・メーディア タンビエン。 
それから、数学のテストが⽕曜⽇で、これも 9 時 30 分から。 
 
matemáticas：数学 
単数形でも複数形でも「数学」と表現出来ます。 
 
también：また〜 〜もまた 
 
 
Narrador（質問）： 
¿Qué día tiene el examen de Matemáticas? 
ケ ディーア ティエネ エル エクサーメン デ マテマーティカス？ 
数学のテストはいつありますか（いつですか）？ 
 
¿Qué día〜?：〜はいつですか？ 
 
 
１） 
Hombre（男性）： 
Me parece muy interesante su currículum y me interesa conocerla 
personalmente para saber más sobre su experiencia. 
メ パレーセ ムイ インテレサンテ ス クリークルム イ メ  
インテレーサ コノセールラ ペルソナゥメンテ パラ サベール マス  
ソブレ ス エクスペリエンスィア。 
あなたの履歴書はとても興味深く、個⼈的にはあなたの経験についてもっと 



知るために、あなたを知ることに興味があります。 
 
⇨ あなたは興味深い経歴をお持ちですね。私としては、あなたの経験につい
てより深く知りたいと思います。 
 
parece：動詞 parecer「〜のようだ」の 3 ⼈称単数の活⽤ 
me parece なので「（私には・私にとっては）〜だ」というニュアンスになりま
す。 
 
interesante：⾯⽩い 興味深い 
currículum：履歴書 
 
interesa：動詞 interesar「興味がある」の 3 ⼈称単数の活⽤ 
使い⽅は me gusta「私は〜が好き」と同じよう⽅になります。つまり、、、 
 
me interesa「私は〜に興味がある」 te interesa「君は〜に興味がある」 
le interesa「（あなたは・彼は・彼⼥は）〜に興味がある」 
nos interesa「私たちは〜に興味がある」 
os interesa「君たちは〜に興味がある」−ヨーロッパのスペインのみ 
les interesa「（あなたたちは・彼らは・彼⼥らは）〜に興味がある」 
 
そして、後ろに動詞がくる時は動詞原型となります。 
me interesa conocerla「それを知ることに興味がある」、つまり「知りたい」と
いうことですね。conocerla の la は、話し相⼿の⼥性のことですね。 
 
conocer：知り合いになる （知識として）知っている 
personalmente：個⼈的に 直接 
 
para＋動詞原型：〜するために 
saber：知る 知っている 
 
más：もっと より 



¿Puede venir el viernes a las 15:00 para una entrevista? 
プエデ べニール エル ビエルネス ア ラス トレス パラ ウナ  
エントレビスタ？ 
次の⾦曜⽇に、⾯接に来れますか？ 
 
puede：動詞 poder「〜出来る」の 3 ⼈称単数の活⽤ 
poder＋動詞原型「〜することが出来る」 
 
venir：来る やって来る 
 
ここでの el viernes は、話している時を基準として「直近の⾦曜⽇」というこ
とですね。 
 
para〜：〜のために 
entrevista：⾯接 インタビュー 
 
 
Mujer（⼥性）： 
Por supuesto, muchas gracias. 
ポル スプエスト、ムーチャス グラスィアス。 
勿論です。本当にありがとうございます。 
 
por supuesto：勿論です ＊Claro（クラーロ）も同じ意味で使えます。 
 
 
Narrador（質問）： 
¿A qué hora es la entrevista? 
ア ケ オーラ エス ラ エントレビスタ？ 
⾯接は何時からですか？ 
 
¿A qué hora〜?：〜は何時からですか？ 
¿A qué hora〜?のような疑問詞を伴う疑問⽂の場合は、主語と動詞の位置が逆



になります。なので、¿A qué hora la entrevista es? ではなく、 
¿A qué hora es la entrevista? という語順になるのです。 
 
 
２） 
Hombre（男性）： 
Ana, ¿podemos hablar esta tarde o mañana? Es importante. 
アナ、ポデーモス アブラール エスタ タルデ オ マニャーナ？  
エス インポルタンテ。 
アナ、今⽇の午後か明⽇、話せる？⼤事なことなんだ。 
 
podemos：動詞 poder「〜出来る」の nosotros（私たち）の活⽤ 
poder＋動詞原型「〜することが出来る」 
 
hablar：話す 
 
o：それとも 或いは 
importante：⼤事な 重要な 
 
 
Mujer（⼥性）： 
Lo siento, pero hoy no puedo. 
ロ スィエント、ペロ オイ ノ プエド。 
ごめんなさい。今⽇は無理なの。 
 
lo siento, pero〜：ごめんなさい（申し訳ありません）。〜なんです 
 
hoy no puedo「今⽇は出来ないのです」の部分は、puedo の後ろは hablar が 
省略されていますね。 
 
 
 



Tengo una reunión de trabajo fuera de la oficina. 
テンゴ ウナ レウニオン デ トラバーホ フエラ デ ラ  
オフィスィーナ。 
事務所の外（社外）で仕事の会議があるの。 
 
tengo：動詞 tener「持つ・持っている」の yo（私）の活⽤ 
reunión：会議 集まり 
 
fuera de〜：〜の外で 
oficina：事務所 
 
 
Hombre（男性）： 
Siempre estás muy ocupada. De acuerdo, hablamos mañana. 
スィエンプレ エスタス ムイ オクパーダ。デ アクエルド、アブラーモス 
マニャーナ。 
いつも、とても忙しいんだね。了解。明⽇に話そう。 
 
estás：estar 動詞の tú（キミ）の活⽤ 
estar ocupado（⼥性形は ocupada）：忙しい 
 
de acuerdo：了解です 承知しました ＊完全な同意の意を表します。 
hablamos：動詞 hablar「話す」の nosotros（私たち）の活⽤ 
 
 
Narrador（質問）： 
¿Qué hace Ana esta tarde? 
ケ アセ アナ エスタ タルデ？ 
アナは今⽇の午後、何をするのですか？ 
 
¿Qué〜?：「なに？」という疑問詞ですね。ここでも、主語と動詞の位置が 
通常の⽂章の逆になっていますね、 



hace：動詞 hacer「〜する」「〜を作る」の 3 ⼈称単数の活⽤ 
 
 
３） 
Mujer（⼥性）： 
¿Qué prefieres : la Literatura o la Química? 
ケ プレフィエレス：ラ リテラトゥーラ オ ラ キーミカ？ 
⽂学と化学はどちらが好きですか？ 
 
prefieres：動詞 preferir「〜の⽅が好みだ」の tú（キミ）の活⽤ 
ここでは、¿Qué prefieres? と聞いているので「どちらがいいですか？」 
ということですね。 
 
literatura：⽂学 
química：化学 
 
 
Hombre（男性）： 
A mí me gusta más la Química. Es mi asignatura favorita. 
ア ミ メ グスタ マス ラ キーミカ。エス ミ アスィグナトゥーラ 
ファボリータ。 
私は化学の⽅が好きです。私のお気に⼊りの科⽬なのです。 
 
A mí はあってもなくても良いのですが、A mí と⾔うことで、後ろの 
me gusta「私は〜が好き」の「私」を強調することになるのです。 
 
me gusta「私は好き」 
me gusta＋名詞「私は〜が好き」 
me gusta＋動詞原型「私は〜することが好き」 
 
ここでは me gusta más と⾔っているので、「より好きである」という 
⽐較の意味で⾔っているのです。 



asignatura：科⽬ 教科 
favorito（⼥性形は favorita）：お気に⼊りの 贔屓の 
 
 
Mujer（⼥性）： 
Yo prefiero la Literatura. No me gusta nada las Ciencias. 
ジョ プレフィエロ ラ リテラトゥーラ。ノ メ グスタ ナーダ ラス 
スィエンスィアス。 
私は⽂学の⽅が好きです。科学は全く好きではありません。 
 
prefiero：動詞 preferir「〜の⽅が好みだ」の yo（私）の活⽤ 
 
また me gusta「私は好きです」が出てきましたね。No me gusta なので 
「好きではない」、さらに No me gusta nada と⾔っているので 
「全く好きではない」ということですね。 
 
ciencia：化学 
 
 
Narrador（質問）： 
¿Qué asignatura prefiere el señor? 
ケ アスィグナトゥーラ プレフィエレ エル セニョール？ 
男性は、どの科⽬がより好みなのですか？ 
 
ここでも、¿qué?という疑問詞が使われているので、el señor prefiere ではなく
prefiere el señor と、主語と動詞が逆になるのです。 
 
 
 
 
 
 



４） 
Mujer（⼥性）： 
¿A qué te dedicas? 
ア ケ テ デディーカス？ 
仕事は何をしているの？ 
 
これは、そのまま覚えましょう。相⼿の職業を聞く定番フレーズですね。 
相⼿が⽬上の⼈や初対⾯の⼈であれば、dedicas を dedica にすれば良いです。 
 
 
Hombre（男性）： 
Yo soy arquitecto. 
ジョ ソイ アルキテクト。 
僕は建築家なんだ。 
 
arquitecto（⼥性形は arquitecta）：建築家 
 
 
Ahora trabajo en un proyecto muy bonito de edificios modernos. 
アオーラ トラバーホ エン ウン プロジェクト ムイ ボニート デ  
エディフィースィオス モデールノス。 
今は、近代的建物の（に関する）素晴らしいプロジェクトで働いているんだ 
（プロジェクトに参加しているんだ）。 
 
trabajo：動詞 trabajar「働く」「仕事する」の yo（私）の活⽤ 
trabajar en〜「〜で働く」⇨ trabajo en un proyecto「プロジェクトで働いてい
る」、つまり、「プロジェクトに参加している・加わっている」ということ。 
 
proyecto：プロジェクト 計画 
 
edificio：建物 
moderno（⼥性形は moderna）：近代的な モダンな 



Y tú, ¿qué haces? 
イ トゥ、ケ アーセス？ 
それで、君は？何をしているの（何の仕事をしているの）？ 
 
¿qué haces?：これも、相⼿に職業を聞く定番フレーズです。 
相⼿が⽬上の⼈や初対⾯の⼈であれば、haces を hace にすれば良いです。 
 
 
Mujer（⼥性）： 
Soy enfermera en un hospital y me encanta mi profesión. 
ソイ エンフェルメーラ エン ウン オスピタゥ イ メ エンカンタ ミ 
プロフェッスィオン。 
病院の看護師なの（病院で看護師をしているの）。⾃分の仕事が気に⼊ってる
の。 
 
enfermero（⼥性形は enfermera）：看護師 
hospital：病院 
 
me encanta：me gusta「私は好きです」と同じ意味で使うことが出来ますが、 
me gusta よりも「好き」の度合いが強くなります。 
 
profesión：職業  
 
 
Narrador（質問）： 
¿Dónde trabaja la señora? 
ドンデ トラバーハ ラ セニョーラ？ 
⼥性はどこで働いていますか？ 
 
¿Dónde?：どこ（ですか）？という疑問詞ですね。ここでも疑問詞が使われて
いるので、¿Dónde la señora trabaja? ではなく、¿Dónde trabaja la señora?  
という語順になるのです。主語と動詞の位置が逆になるのです。 



５） 
Mujer（⼥性）： 
¿En general, usas más el correo o el teléfono? 
エン ヘネラゥ、ウーサ マス エル コレオ オ エル テレーフォノ？ 
普段は、メールをより多く使いますか？それとも、電話をより多く使います
か？ 
 
en general：普段は ⼀般には 概して 
usa：動詞 usar「使う」の 3 ⼈称単数の活⽤ 
 
correo：メール  
correo⾃体は略語ではありませんが、correo electrónico を省略したような感じ
ですね。 
 
o：または 或いは 
teléfono：電話 
 
 
Hombre（男性）： 
Depende, en la oficina uso más el correo electrónico, 
デペンデ、エン ラ オフィスィーナ ウーソ マス エル コレオ  
エレクトローニコ。 
その時々によります。事務所ではメールをより多く使います。 
 
depende：時と場合による 状況による その時々である 
depende⾃体は、depender「〜次第である」「〜による」の 3 ⼈称単数の活⽤ 
 
 
pero en casa uso más el teléfono, lo prefiero porque es más personal. 
ペロ エン カーサ ウーソ マス エル テレーフォノ、ロ プレフィエロ 
ポルケ エス マス ペルソナゥ。 
でも、家では電話をより多く使います。より個⼈的なので（プライベート感が



あるので）電話の⽅が良いです。 
 
uso：動詞 usar「使う」の yo（私）の活⽤ 
 
また出てきましたね。 
prefiero：動詞 preferir「〜の⽅が好みだ」の yo（私）の活⽤ 
 
ここでは lo prefiero と⾔っていますが、lo は「teléfono（電話）」のことです
ね。 
 
porque：なぜなら 
personal：個⼈の 
 
 
Mujer（⼥性）： 
Sí, yo también. 
スィ、ジョ タンビエン。 
ええ、私もです。 
 
 
Narrador（質問）： 
¿Qué medio de comunicación usa el señor en el trabajo? 
ケ メディオ デ コムニカスィオン ウーサ エル セニョール エン  
エル トラバーホ？ 
男性は、仕事ではどのコムニケーション⼿段（ツール）を使いますか？ 
 
medio de comunicación：コミュニケーションツール 
 
 
 
 
 



では、今⽇はここまでとなります。 
お疲れ様でした。 
 
 
以下のサイトで、発⾳を確認することが出来ます。 
https://ondoku3.com/ja/ 
 
「ここに読み上げたいテキストを貼りつけてください。」という⽂字を消し、 
そこに読み上げたい（発⾳を確認したい）スペイン語を貼り付けます。 
次に、「⾔語」を Español に変えます。Español España か Español México で 
良いでしょう。速度は「×１」が標準速度となります。	

 

最後に「読み上げ」をクリックすると、発⾳を確認出来ます。 
 


